
「日メコン協力戦略２０２４」の実施に関する第１７回日・メコン外相会議共同議長声明 

２０２６年７月２２日 

 

（仮訳） 

 

以下の声明は、２０２６年７月２２日にフィリピンのマニラで開催された第１７回日・メ

コン外相会議の共同議長である、茂木敏充日本国外務大臣及びレ－・ホアイ・チュン・ベト

ナム社会主義共和国外務大臣によって発出された。  

 

１ 我々は、メコン諸国と日本との間の長年の友好とパートナーシップに対する我々のコミ

ットメントを再確認した。我々は、強靱で、持続可能かつ繁栄した、多様で、包摂的、自由

かつ公正な日・メコン・パートナーシップを共創し、共通の課題に共同で対処し、強靱性を

高め、自律性を促進することで、経済安全保障及び人間の安全保障を確保するため、協力を

更に深化させることの重要性を強調した。 

 

２ 我々は、インド太平洋地域における安定、協力及び持続可能な発展のためのメコン地域

の地政学的、経済的及び戦略的な重要性を再確認し、この地域及びそれを超える地域の発展

に積極的に貢献していくことに引き続きコミットした。これに関して、我々は、メコン地域

の持続可能な開発に対する日本の継続した強いコミットメントと多大な貢献について深い

感謝と共に認識し、地域の連結性、経済的強靱性、デジタル•トランスフォーメーション及

び環境の持続可能性の推進において、日本が頼りになり、信頼できる、不可欠なパートナー

であることを認識した。 

 

３ 我々は、２０２５年７月の第１６回日・メコン外相会議以降、「日メコン協力戦略２０２

４」の実施において達成された具体的な進展を歓迎した。我々は、地域の連結性及び物流の

強化、エネルギー安全保障と持続可能なエネルギー移行の促進、非伝統的安全保障問題に対

応する能力の強化並びに地域の強靱性の向上を目的とする、様々なイニシアティブ及び大

規模プロジェクトを通じた日・メコン協力の継続的な前進を満足の意をもって認識した。

我々は、メコン河委員会（ＭＲＣ）との協力の下で実施され、メコン地域の持続可能な経済

発展に資するよう、水質モニタリング、調査及び管理の能力を強化するとともに、下流域諸

国間における当該分野の国際協力の基盤を築くことを目的としている無償資金協力「メコ

ン河下流域における水質管理強化計画」に関する署名及び交換公文を歓迎した。我々はまた、

国際組織犯罪に対処するため、日本が国連薬物・犯罪事務所（ＵＮＯＤＣ）を通じて、メコ

ン地域における国際的な組織犯罪に対する越境協力の強化、及び、国際組織犯罪及びサイバ

ー空間を利用した詐欺の阻止を目的として、メコン諸国の捜査能力の強化、域内の法執行協

力、情報共有及び実務協力の向上のため支援を実施していることを歓迎した。 



 

４ 我々は、「戦略２０２４」の３本柱、すなわち（１）ポストコロナにおける強靱で連結さ

れた社会、（２）デジタル化、（３）非伝統的安全保障問題への積極的対応、の下で、日・メ

コン協力を更に効果的に前進させるという我々のコミットメントを改めて表明した。 

 

Ａ ポストコロナにおける強靱で連結された社会 

 

ａ 我々は、質の高いインフラ開発の推進、物理的・制度的及び人と人との連結性の強化、

並びにメコン地域内及びメコン諸国と日本の間の貿易及び投資を円滑化するための物流ネ

ットワークの強化に対する我々のコミットメントを再確認した。 

 

ｂ 我々は、世界的な不確実性が高まる中で、経済安全保障の重要性が増大していることを

強調した。我々は、特に災害、感染症及び紛争といった緊急時において、食料、エネルギー、

重要鉱物、その他経済の安定及び国家安全保障に不可欠な重要物資への確実なアクセスを

確保するため、貿易円滑化、物流の連結性を促進し、強靱で、透明性のある、信頼できる、

多様化した、持続可能なサプライチェーンを強化する協力を推進するための我々のコミッ

トメントを再確認した。 

 

ｃ 我々は、日ＡＳＥＡＮ農林大臣会合で採択された日ＡＳＥＡＮみどり協力プランの下で

の取組を通じて、日本の技術及び経験を活用し、メコン地域における強靱で持続可能な農業、

漁業及び食料システムの構築に引き続き協力することへのコミットメントを再確認した。 

 

ｄ 我々は、世界のエネルギー市場の不確実性の下において、適切に機能し自由で透明性の

ある市場及びルールに基づく貿易を維持することの重要性を再確認した。我々はまた、より

強靱なエネルギー・サプライチェーンを構築するため、石油備蓄の強化に関する国際協力、

生産国と消費国の間のエネルギー分野における緊密な連携、並びにアジア・エネルギー・資

源供給力強靭化パートナーシップ（パワー・アジア）及びＡＳＥＡＮエネルギー協力行動計

画２０２６－２０３０の実施を含む地域イニシアティブを通じた協力の重要性を認識した。

我々はまた、クリーンエネルギー移行、エネルギー効率、再生可能エネルギーの導入及び地

域間電力連携に対する日本の継続的支援を歓迎した。我々はさらに、アジア・ゼロエミッシ

ョン共同体（ＡＺＥＣ）の下での協力の進展を歓迎し、各国の事情及び開発優先事項を踏ま

えつつ、再生可能エネルギー、エネルギー効率、持続可能な燃料、スマートグリッド、エネ

ルギー貯蔵技術及び脱炭素化の取組における更なる協力を奨励した。 

 

Ｂ デジタル化 

 



ａ 我々は、持続可能な開発及び経済競争力の主要な原動力としてのデジタル•トランスフォ

ーメーションの重要性を再確認した。したがって、我々は、ＡＳＥＡＮ連結性戦略計画を支

える、メコン諸国におけるデジタル・インフラ及びデジタル連結性の整備・改善に対する日

本の継続的な支援の重要性を再確認した。 

 

ｂ 我々は、日ＡＳＥＡＮ・ＡＩ共創イニシアティブの下で、知見及びベスト・プラクティ

スの共有などを通じ、経済成長、イノベーション及び持続可能な開発に資する、安全、安心

で、包摂的かつ信頼できる、ＡＩに関する協力を強化することの重要性を再確認した。我々

はまた、この点に関連して、他の新興技術に関する協力の重要性を再確認した。 

 

ｃ 我々は、生産性、資源効率、気候強靱性及び持続可能な食料システムを改善するため、

ＡＩ、ＩｏＴ、リモート•センシング及びデータ駆動型技術の適用を通じて、メコン地域に

おけるスマート農業を促進する方法を模索する意図を表明した。 

 

Ｃ 非伝統的安全保障問題への積極的対応 

 

ａ 我々は、メコン河委員会に対する日本の支援が、メコン河流域が直面する新たな水関連

の課題に対処し、メコン河流域の持続可能な開発を促進するための地域能力の強化に資す

ることを評価した。我々は、メコン地域における越境水資源管理、すなわち洪水・干ばつリ

スク管理及び水質モニタリングを含む分野におけるメコン諸国の能力強化に対する日本の

継続した支援を歓迎した。我々はまた、日本が支援した、水資源管理を含む越境環境問題に

対処するためのＡＣＭＥＣＳプロジェクトの進捗を歓迎した。 

 

ｂ 我々は、サイバー犯罪、オンライン詐欺、マネー・ローンダリング、人身取引及びテロ

資金供与を含む国際組織犯罪がもたらす新たな脅威に懸念を表明した。我々は、日ＡＳＥＡ

Ｎサイバーセキュリティ能力構築センター（ＡＪＣＣＢＣ）及び国連薬物犯罪事務所（ＵＮ

ＯＤＣ）と連携し、域内の法執行協力、関係当局間の調整、情報共有、サイバーセキュリテ

ィ演習及び能力構築並びに啓発を強化する日本の取組を歓迎した。我々はまた、関連の地域

枠組みによるものを含め、法執行機関間の地域調整の強化に対する日本の支援を歓迎し、地

域協力のために日本の警察庁リエゾンが新たにバンコクに配置されたことに留意した。 

 

ｃ 我々は、気候変動、自然災害、環境悪化、大気汚染及び公衆衛生上の緊急事態を含む越

境課題に対処するに当たり、日・メコン協力を更に強化することにコミットした。我々は、

アジア健康構想の下での協力を深化させることの重要性も再確認した。 

 

５ 我々は、日・メコン協力における民間セクターの参画を促進することの重要性を強調し



た。我々は、地域及びグローバルのバリューチェーンへの統合を強化するため、零細・中小

企業の能力強化の重要性を強調した。このため、我々は、ビジネス・ネットワーキング、官

民対話、貿易及び投資機会のためのプラットフォームの設立を、メコン・日本協力の各国に

奨励するとのベトナムの提案に留意した。 

 

６ 我々は、各種サブ地域協力メカニズムの中でも、日・メコン協力がＡＳＥＡＮ共同体構

築の取組に貢献していることを認識し、「日メコン協力戦略２０２４」、ＡＳＥＡＮ共同体ビ

ジョン２０４５、インド太平洋に関するＡＳＥＡＮアウトルック（ＡＯＩＰ）及び５月の高

市総理大臣のハノイ訪問の際に示された日本の進化した「自由で開かれたインド太平洋（Ｆ

ＯＩＰ）」との連結性を確保することの重要性を再確認した。 

 

７ 我々は、ＡＳＥＡＮ、大メコン圏（ＧＭＳ）、エーヤワディ・チャオプラヤ・メコン経済

協力戦略（ＡＣＭＥＣＳ）、フレンズ・オブ・メコン（ＦＯＭ）、メコン河委員会（ＭＲＣ）

及びその他の関連するメカニズムを含む、既存の地域及びサブ地域の協力枠組み間の更な

る相乗効果を奨励した。 

 

８ 我々は、新たな時代の日・メコン協力に向けたビジョンを形成するため、最も早い適切

な時期に第１３回日・メコン首脳会議を再開することを強く支持した。 


